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「事業の盛り上がりはすごいです。
会員の協力に感謝しています」

ここは第一次大火後に応急住宅が建てられたと

ころで、当時は４軒で一棟の長屋でした。

自治会では２年に一回町内レクを行います。多

くの人が参加できるよう個人負担はありません。

大きな行事は連合会で行います。自治会役員と

は別に、各自治会からイベント実行委員として３

〜４人ずつ出て、とても頑張ってくれます。冬の

いきいきテント村や夏の子ども七夕、養護学校が

会場のしののめ夏祭りは、とてもにぎやかです。

６日には第７回障害者スポーツ・レクリエーシ

ョン大会が行なわれました。今年で５回目の実行

委員長ですが、体を動かす機会の少ない冬場に親

ぼくを兼ねて心地よい汗を流したいとの思いで始

まりました。障害者だけでなく、多くの市民に参加

してほしいと願っています。毎年いろいろなイベ

ントにかかわっていますが、あまりお金をかけず

できることは自分たちでと思ってやっています。
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多くのスタッフがかかわる、
いきいきテント村
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おひなまつり生活発表会（渟城幼稚園）

よーいどん!!
２月26日、総合体育館

で能代市山本郡室内陸上

競技大会が開催されまし

た。外の寒さを忘れるかのように子どもたちは体育館の

中を元気いっぱいに走り回っていました。
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。
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仁
右
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